
行政区 氏　名 住　　所 電 話 番 号

出 分 山隈　本直 福原833-3 248-5830

新 古 閑 松永　充男 福原1394-1 248-0347

上 古 閑 山戸宇機夫 福原1062 248-0280

御 領 渡邉　幸德 福原2223 248-1392

野 付 西村　　 浩 福原2200-3 248-2548

新 迫 松永　知大 竹迫206-3 248-1266

日 向 髙本　政広 幾久富56-9 248-2392

上 町 安永　義信 竹迫1687 248-2567

横 町 渡邉　正夫 竹迫1587 248-4225

下 町 山隈憲二郎 幾久富1092-2 248-0105

二 子 大塚　定治 幾久富1071-1 248-1086

油 古 閑 吉岡　誠敏 幾久富1345-3 248-6670

上 庄 緒方　　 明 上庄12 248-1480

原 口 青木　保春 豊岡29 248-1844

原 口 下 野口　富男 豊岡523-2 248-1654

平 島 大嶋　基幸 栄3235 248-1843

鹿 水 古閑　誠也 栄2091-1 248-1333

中 林 本多喜男 栄1229-1 248-1580

後 川 辺 上村　久義 栄205-4 248-0271

栄温泉団地 西田　洋右 栄2127-211 248-2416

新栄温泉団地 白井　哲哉 栄2295-98 248-2662

山 下 団 地 川﨑　　 諭 栄2149-7 248-0023

群 米原　盛幸 幾久富1829-3 248-2419

黒 石 原 高來　正人 栄3794-76 248-5152

すずかけ台 松﨑　和寛 豊岡2000-973 248-1639

笹 原 本田　敬儀 豊岡2000-1515 248-1461

泉 ヶ 丘 荒川　和典 豊岡2054-53 247-3044
公民館215-5530

武 蔵 野 台 横山　葊秋 幾久富1909-1035 221-6391

雇用促進住宅 刀川　幸德 幾久富1909-749
雇用促進住宅1-106号 090-1925-7505

永 江 団 地 古財　一志 幾久富1758-224 248-3789

杉 並 台 内川　祐輔 幾久富1647-165 248-4396

沖 野 台 長岡　利昭 幾久富1866-1193 202-7018

竹 迫 住 宅 村川　俊雄 竹迫1829　竹迫住宅2-10 248-1068

栄 住 宅 茂田　洋祐 栄2093-5　栄住宅H-32号 248-5975

西 沖 住 宅 川上かつ代 栄3793-20　西沖住宅3-1 080-5797-4674

合志中央団地 中村　　 誠 幾久富1101　A-102 247-3234

北 續　雄一郎 野々島1019-1 242-0771

本 村 藤木　賢二 野々島3171 242-1075

辻 長 　信幸 野々島2453-2 242-0747

木 原 野 新村　　 清 野々島5473-6 242-3659

東 坂本美智夫 野々島5353-3 242-2837

湯 之 端 松田　道雄 野々島5172-1 242-5534

行政区 氏　名 住　　所 電 話 番 号

外 園 坂本　武夫 野々島4906-1 242-1330

中 尾 城　　 誠喜 野々島92 242-0436

城 安武　政治 上生208 242-1455

上 生 森　　 主税 上生977 242-2210

黒 松 工藤　淨二 合生2518-1 242-3254

立 割 谷山　賢一 合生2378 242-3310

生 坪 松岡　親房 合生837 242-1420

弘 生 緒方　敏明 合生1233 242-1426

江 良 村上　宣孝 合生1482-2 242-2730

高 木 大賀　重德 合生98-3 242-1929

小 合 志 阪口　秀雄 合生2051 242-0831

辻 久 保 緒方　博詞 合生4076- １ 242-3998

小 池 清原　博幸 合生4017-7 223-5601

灰 宮本　邦康 御代志259-1 242-3379

大 池 坂口　髙弘 御代志1261-3 242-0795

黒 石 古武城　繁 須屋2555-3 242-1081

須 屋 長田　孝吉 須屋564 344-0297

上 須 屋 辻　　 敏輝 須屋1912-2 345-1211

堀 川 吉村　芳洋 須屋642-2 344-9763

御 代 志 林　　 正道 御代志1875-1 242-4337

若 原 森　　 信夫 御代志1661-220 242-3294

新 開 鎌田　典子 須屋2977-7 242-3593

九州沖縄農研 河野　一彦 須屋2391-2　E棟 103号 090-3638-2886

再 春 荘 瀬上　　 誠 須屋2659　宿舎4棟301号 090-7155-8456

恵楓園官舎 小松　　 洁 御代志1730　西宿舎50の304 248-1131（内線215）

合 生 住 宅 宮本　二男 合生3824-2(合生住宅５棟９号) 242-4120

南 原 住 宅 村上　昭盛 野々島4416-9( 南原住宅A棟112） 242-2408

黒 石 団 地 福岡　健彦 須屋2745-75 242-7173

榎 ノ 本 古河　幹男 須屋262-24 338-8538

芝 原 松下　広美 野々島5429-3 242-3543

西須屋団地 津留　俊則 須屋3124-9 343-1570

県 営 住 宅 和田　新一 須屋574-1(県営住宅7-101号） 345-6578

東 大 池 松本　武士 御代志1481-8 242-0061

東 須 屋 谷　　 皓紀 須屋3023-33 090-5296-7966

ユトリック団地 齊藤　四郎 野々島5677-79 242-4365

南 陽 愛垣　辰雄 須屋1783-7 344-5690

南 須 屋 西野　良昭 須屋1548-10 344-4580

桜 路 髙見　将史 幾久富1944-63 342-6134

陽 光 台 山崎　隆之 須屋2695-671 090-1361-7863

ポレスター
光 の 森

千代田正人
幾久富1758-49
ポレスター光の森502号

090-5088-2935

桜 和 の 丘 小林　良次 豊岡2217-90 080-5180-6569

み ず き 台 吉原　富雄 須屋3645 283-0035

区長・自治会長
を紹介します

　住みよい地域づくりのため、地域のまとめ役として各区でお世
話いただいている区長・自治会長の皆さんです。市政の推進、市
からの文書などの配布、地域内住民の転入・転出の把握など住民
と行政をつなぐ役割を担っています。地域に関することなどお尋
ねください。

※各区長・自治会長からの同意を得て掲載しています。

問い合わせ先　総務課　総務・男女共同参画班（合志庁舎） ☎248-1112

　

５
月
19
日
、
市
区
長
連
絡
協
議
会
の
総

会
で
区
長
の
皆
さ
ん
か
ら
承
認
を
受
け
、

昨
年
に
引
き
続
き
本
年
度
も
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

市
は
現
在
も
人
口
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
が
、
同
時
に
地
域
の
高
齢
化
も
加
速
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
空
き
家
対
策
な
ど
の
安
全
・

安
心
の
地
域
づ
く
り
や
突
然
の
災
害
へ
の

対
応
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
区
長
と
い
う
立
場
は
区
民
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添
い
、
最
も
近
く
で
活
動
で
き

る
重
要
な
立
場
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を

築
く
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
合
志
市
が
誕
生
し
て
10
年
目

と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
気
を
引
き
締
め
、
地
域
住
民
と
と

も
に
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
合
志
市
を
つ
く

る
と
い
う
役
割
を
自
覚
し
、
私
た
ち
区
長

連
絡
協
議
会
の
構
成
員
一
同
、
地
域
で
共

に
助
け
合
う「
共
助
の
精
神
」を
モ
ッ
ト
ー

に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
合
志
市
区
長
連
絡
協
議
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
区
長
連
絡
協
議
会
役
員

会　
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古
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幹
男
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榎
ノ
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）
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会
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荒
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台
）
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緒
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博
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久
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理　
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吉
岡　

誠
敏
（
油
古
閑
）

　

〃　
　

川
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諭
（
山
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団
地
）

　

〃　
　

齊
藤　

四
郎
（
ユ
ト
リ
ッ
ク
団
地
）

　

〃　
　

谷　
　

皓
紀
（
東
須
屋
）

監　

事　

高
來　

正
人
（
黒
石
原
）

　

〃　
　

西
野　

良
昭 （
南
須
屋
）

古河　幹男
（榎ノ本区）

市
区
長
連
絡
協
議
会
長
あ
い
さ
つ

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
懇
話
会
で
検
討
し
た

と
き
に
、
あ
る
委
員
が
「
知
人
が
産
休

明
け
で
仕
事
に
復
帰
し
ま
す
と
職
場
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、
担
当
者
か
ら
『
子
ど

も
が
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
？
』
と

言
わ
れ
、
自
分
は
そ
ん
な
に
冷
た
い
人

間
な
の
か
と
悩
ん
で
い
る
」
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
。
担
当
者
は
「
子
ど
も
さ

ん
の
た
め
に
育
児
休
暇
を
取
得
し
て
も

構
い
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
意
味
で
発
言

し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
言
い
方

に
よ
っ
て
ま
る
で
反
対
の
意
味
に
な
る

ん
だ
な
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

働
く
女
性
を
支
援
す
る
た
め
、
市
で
も

待
機
児
童
解
消
を
目
的
に
民
間
保
育
所
の

新
設
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
施
設
面
を

改
善
す
る
と
同
時
に
、
一
人
一
人
の
考
え

方
を
尊
重
し
た「
思
い
や
り
」の
心
を
持
っ

て
男
女
共
同
参
画
施
策
の
推
進
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
年
８
月
に
は
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
意
識
調
査
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
男
女
共
同
参
画
施
策
推
進

に
欠
か
せ
な
い
大
事
な
調
査
に
な
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

１
月
17
日
に
開
催
し
た
「
気
づ
き
う

な
ず
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
は
、
た

く
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
際

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Ｑ
男
女
の
地
位
差
を
感
じ
ま
す
か

　
　
　
年
度　

 

（
Ｈ
22
）　　

  

（
Ｈ
26
）

　

男
性
優
遇　

83
％　

→　

65
％

　

女
性
優
遇　

３
％　

→　

５
％

　

平
等　
　
　

14
％　

→　

30
％

　

平
成
22
年
度
の
値
は
当
時
実
施
し
た

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
結

果
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
規
模
が
違
う
た
め

一
概
に
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、「
平
等
」

と
答
え
た
人
が
倍
増
し
て
い
る
結
果
を

見
る
と
、
社
会
で
の
性
別
の
違
い
に
よ

る
地
位
差
が
改
善
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
ア

市男女共同参画
推進懇話会委員

坂井　竹志

本年度の総会


